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次　回
５月30日の
例　会

　皆様こんにちは、先週は早朝例会という事で朝早くからご苦労様でした。
　又、親睦委員会の皆様、大変ご苦労様でした。
　それでは富士山シリーズ第43話、富士山の永久凍土についてお話しさせて頂きます。

43富士山の永久凍土
　富士山頂に永久凍土が存在することは古くから知られており、昭和10年に中央気象台の測候所が設置される際に
は、「真夏でも富士山頂の土は凍っている。」という報告がなされています。
　富士山頂の永久凍土の本格的な調査は昭和46年に初めて行われ、その存在が確認されると共に、永久凍土の下限が
標高3,100メートルあたりであることもわかりました。
　地表面近くの凍土は日本列島でも厳冬期にはよく見られ、一般的に地表面が凍って持ち上げられた状態は霜柱と言
われていますが、これは春先には解けて土壌中の氷は消失します。
　一方、永久凍土はというと「少なくとも連続した２回の冬と、その間の１回の夏を合わせた期間より長期にわたっ
て、０度以下の凍結状態を保持する土壌または岩石のこと」であると定義されています。
　シベリア、アラスカ、南極では広く見られますが、日本では富士山、北海道の大雪山、本州の北アルプスの一部に
しか存在していません。
　しかし、平成12年に初めて行われた地中温度連続観測では、永久凍土が標高差で約300メートルも山頂側に後退し
ていることが明らかになり、また平成21年に標高3,700メートル以上の約100地点で深さ30～70セ
ンチの穴を開け、温度センサーで計測したところ凍土が確認できない地点が複数あったようです。
　永久凍土の分布域は冬季の凍結と夏季の融解のバランスで決まるといわれていますが、近年富士山
頂の平均気温は0.8度、最高気温の平均も2.5度上昇しており、分布域の縮小は冬季の気温の上昇が、
凍らせる能力を低下させたことが原因と見られています。なお、凍土が融解するとメタンガスが大量
に放出され温暖化を加速するともいわれています。
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※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。
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山口幸男君・山﨑伊久雄君
 

会　員　慶　事

●会員誕生日／５月24日
　　　　　　　鈴木崇司君
●結婚記念日／５月28日
　　　　　　　若林洋平君・雅美様
　　　　　　　ご夫妻

第2278回　例会プログラム
●例　会　場／YMCA東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／心臓血管外科における最近のトピック
　　　　　　　富士病院　心臓血管外科　部長　寺田仁先生
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5/16のスマイル

司会
長田富夫君

ソングリーダー
秋田悦夫君

入会式　（新入会員）若林洋平君・井口俊靖君

出席報告
林　　則夫君

皆出席
大和田浩二君

会員誕生日
小野篤之君・田代博久君

・先週の早朝例会ご苦労様でした。会長、幹事
・先週の早朝例会ご苦労様でした。
　親睦活動委員会
・長男が結婚しました。家族が増えることは誠に
良いことです。皆様のおかげです。菅沼　久君
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司　会　内海　宣彦君
　2016-2017年度2620地区ガ
バナー、地区運営受け入れにつ
いての特別委員会の中で理事会
と特別委員会の連絡調整および
全体会議や諸会合の開催を担当

するチームとして、本日の司会進行を務めさせていた
だきます。

高村　繁男　会　長
　５月７日の勉強会での報告の
通り、理事会から特別委員会に
諮問しておりました本件、経験
クラブから資料を取り寄せ、調
査をしていただき、頭が下がる

思いです。特別委員会４部門の調査の結果、御殿場ク
ラブは十分にやっていけるとの結論で、その答申が理
事会に提出され、本日の理事会で承認されました。

勝又　英男　
特別委員会委員長

　５月７日の勉強会では41名の
出席、ロータリー歴15年未満16
名中15名に出席をいただき、皆
さんが正面から取り組んでおら

れることに感銘を受けました。
　特別委員会は、これから皆さんの理解を得て一枚岩
になって受け入れの体制、バックアップ体制もしっか
りやっていきたいと思います。皆様のご理解をいただ
きご協力をお願いいたします。

水口　正宏　
特別委員会副委員長

　昨年６月の地区諮問委員会後
のガバナー補佐連絡会席上で、
静岡県東部の次期はガバナーと
地区運営を御殿場クラブに担っ

てほしいとの要望が出ました。候補理由として、御殿
場クラブは、ガバナンス面に優れ、結果、退会会員も
なく、常時60人前後を維持し、出席状況も良好であ
り、地区全体から共通の視線を浴びていることを汲ん
でほしいとのことでした。過去、環境整備不十分で断
念したこともあり、３回の要請を断った事実もあり、
今回の要請受入れはわがクラブの存在観にかかわる問
題であると痛感しました。地区全体、こと東部地区か
らスポットを浴びている現状を鑑み、１月、渡辺パス
トガバナーが訪問、要請されたことを受け、検討・調
査活動を開始しました。特別委員会を結成し、検討の
結果、御殿場クラブなりにできるのではないかという
答申を理事会に提出しました。今回４回目の要請、地
区からの期待を認識し、皆さんの賛同を得て、ゴーサ
インを期待します。

　 ◎報告のあった受け入れ態勢に関する内容に
　 　ついて同意を得た。
　 ◎ガバナー候補選出については特別委員会に
　 　一任することに同意を得た。
  


